
①対策の現況 Ａ：実施済

③ ①の回答が
　　Ｃの場合

対策の経緯、
内容

火災感知器を各部屋に設置、異常を感知すると警報音が鳴り、隣家
でキャッチする仕組み。消火器も室内に常設している。

今後の予定 特にない。

要望 特にない。

実施して
いない理由

対策の必要がない 資金が足りない

要望

今後の予定

Ｂ：一部実施済 Ｃ：未実施

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

② ①の回答が
　　Ａ、Ｂの場合

橋詰

③ ①の回答が
　　Ｃの場合

地震対策

大谷 久門 鈴木

対象文化財

彫刻

建造物

県指定：

県指定：

国宝：

今後の予定

調査日

調査者名

代表者
調査対応者

奈良県指定文化財（彫刻・建造物）の「災害対策等現況調査」調査票

乾家住宅で育った杉本進さん

日

乾家住宅

年2019 4 月 17 記入者 久門たつお

所在地

調査対象先

電話番号五條市西吉野町滝163

件重文：

重文：

件

1

1

件

棟

件

棟

件

棟
国宝：

件

①対策の現況

② ①の回答が
　　Ａ、Ｂの場合

Ａ：実施済 Ｂ：一部実施済 Ｃ：未実施

対策の経緯、
内容

要望

県指定の乾家住宅は江戸時代中期の建築で、当寺の農家の様子を
よくとどめている。20年ほど前まで実際に使用。現在、乾家は隣の家
に居住し、乾家住宅の保全に努めている。

特にない。

防火対策

実施して
いない理由

対策の必要がない 資金が足りない

その他（茅葺屋根だったが県教委の方針で15年ほど前にトタンを
かぶせる構造となった。瓦屋根に比べて軽く、柱もしっかりしている
ので、そこそこの地震には耐えられると考えている。）

今後の予定

要望



調査対象先 乾家住宅

奈良県指定文化財（彫刻・建造物）の「災害対策等現況調査」調査票

奥に見えるのが乾家住宅（正面から） 入母屋造、茅葺の屋根（現在屋根はトタンで覆う）

今後の予定、
要望

山間地なのでシカ、アライグマ、ハクビシンなどが出没している。乾家
住宅に接して畑があり、フェンスやネットで防護しているので、住宅に
も被害はない。白アリは定期的に点検している。

裏庭からの乾家住宅全景 細い竹を藤のつるで編んだ「簀（す）の子天井」

土間の梁の火災感知器（左）と室内の消火器 【調査票記入者（久門たつお）の感想】

建てられたのが江戸時代中期なので、200年以上は
経過しているが、20年ほど前まで実際に生活の場だっ
た。簀（す）の子天井や太い梁、土間に埋め込まれた
わら作業用の石などに歴史が感じられた。引き続き災
害対策にも努めていただき、後世に末永く伝えていっ
てもらいたい。

獣害・白アリ等の対策

①獣害等被害 Ａ：経験あり Ｂ：経験なし

② ①の回答が
　　Ａの場合

どのような
被害か

③今後


